
選
、
参
議
員
選
挙
で
は
組
織
内
候
補

「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
さ
ん
が
三
期
目

の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
厳
し
い
結
果
で
の
当
選
で
し
た

が
、
皆
様
の
ご
支
援
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
会
員
皆
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
基
本

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

地
域
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
す
よ
う

活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
ど
多
様
な
働
き
方
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
顔
が
見
え

な
い
中
で
の
各
種
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
難
し
さ
が
あ
り
、
接
点
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

退
職
者
の
会
の
活
動
を
お
手
本
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
実
り
あ
る
活
動
を

展
開
で
き
る
よ
う
役
員
一
同
精
一
杯

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

指
導
含
め
引
き
続
き
の
連
携
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対

策
を
契
機

に
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク

が
進
展
し
、

今
で
は
自

宅
が
勤
務

地
に
な
る

日
頃
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
栃
木
県
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
の
活
動
に
対
し
ま
す

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
現
役
の
直
近
の
状
況

に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
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昨
年
の
第
二
四
回
定
期
総
会
は
対

面
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
終
息
が
見
込

め
な
い
た
め
今
年
度
も
充
分
な
感
染

予
防
対
策
の
も
と
、
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

昨
年
は
那

須
烏
山
市

の
「
高
田

え
つ
お
」

さ
ん
が
市

議
会
議
員

選
挙
に
当

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続

き
栃
木
支
部
協
の
活
動
も

大
き
な
影
響
を
う
け
、
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
今

年
こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
年

代
は
ま
ず
は
健
康
第
一
で

す
。コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
感
染
予
防
に
十
分

配
意
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

町
田

春
江

事
務
局
長

伊
藤

実

副
会
長

笠
原

廣
子

小
出

敬
子

勘
解
由
博
夫

北
山

久
平

事
務
局
次
長矢

野

定
司

柳
田

隆



Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
栃

木
県
支
部
協
議
会
第
二
四
回
定

期
総
会
が
、
一
〇
月
三
一
日
、

宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
約
八
〇
人
が
参
加
し
、

「
二
〇
二
二
年
度
の
具
体
的
取

り
組
み
」
等
を
決
定
し
た
。

総
会
の
は
じ
め
に
、
こ
の
一

年
間
で
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
へ

黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
諏
訪
京
子

幹
事
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
町
田
会
長
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
の
会
と
会
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と

「
会
員
を
一
人
に
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
行
動
、
地
区
別
交
流

会
の
実
施
、
那
須
烏
山
市
議
会

議
員
選
挙
で
の
高
田
悦
男
議
員

の
当
選
、
参
議
院
議
員
選
挙
で

の
石
橋
み
ち
ひ
ろ
議
員
の
勝
利

等
の
報
告
挨
拶
が
あ
っ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
グ
ル
ー
プ

連
絡
会
の
関
事
務
局
長
に
続
き
、
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退
職
者
の
会
栃
木
県
支
部

協
の
役
員
と
し
て
事
務
局
次

長
・
副
会
長
な
ど
を
担
当
し
、

会
員
や
中
央
協
議
会
、
北
関

東
信
越
総
支
部
と
の
連
絡
及

び
電
通
共
済
生
協
に
関
す
る

各
主
業
務
を
担
当
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
日
常
業

務
に
携
わ
る
な
か
、
会
員
の

方
々
に
は
各
種
情
報
を
的
確

に
御
連
絡
を
頂
き
、
業
務
が

円
滑
に
行
え
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。森

岡

勝

中
央
協
議
会
・
森
嶋
会
長
が
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
各
種
会

議
の
リ
モ
ー
ト
開
催
、
常
駐
体

制
の
確
立
、
会
員
数
動
向
に
お

け
る
加
入
拡
大
の
取
り
組
み
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
お
け
る
女

議長：諏訪京子さん

性
参
画
等
の
説
明
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。
次
に
、
三
年
前
の

参
議
院
選
挙
で
、
三
選
を
果
た

し
た
吉
川
さ
お
り
議
員
の
お
礼

の
挨
拶
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
栃
木

支
店
、
県
退
職
者
連
合
、
電
通

生
協
本
部
、
中
央
労
金
宇
都
宮

東
支
店
、
及
び
政
策
議
員
な
ど

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
伊
藤
事
務
局
長
か

ら
①
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ

て
②
二
二
年
度
の
具
体
的
取
り

組
み
③
会
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
報
告
・
提
案
。
続
い
て
北

山
副
会
長
よ
り
二
一
年
度
決
算

報
告
お
よ
び
二
二
年
度
予
算
案

を
提
案
。
そ
し
て
竹
之
内
会
計

監
査
が
監
査
報
告
を
し
た
。
そ

の
後
、
役
員
の
選
出
と
総
会
代

議
員
制
に
伴
う
代
議
員
の
選
出

方
法
等
の
提
案
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

会
場
を
変
え
て
懇
親
会
を
開

催
、
勘
解
由
副
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
始
ま
り
、
三
年
ぶ
り
の

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
懇
親
会
と
な
っ

た
。最

後
に
寺
内
会
計
監
査
の

“
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
”
で
散
会

し
た
。

（
伊
藤
実
）

来賓：森山中央協会長・吉川さおり参議院議員他



の
充
実
を
図
っ
て
行
く
旨
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
元
気
で
す
か
コ
ー
ル
」
活
動

は
過
去
の
年
度
よ
り
継
続
し
て

お
り
、
昨
年
実
施
し
て
い
た
だ
い

た
幹
事
さ
ん
か
ら
は
よ
か
っ
た

点
や
工
夫
の
必
要
が
あ
る
点
等

体
験
談
が
報
告
さ
れ
実
施
に
あ

た
り
工
夫
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
案
件
に

つ

も
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
順
調

に
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
、
今
年
度
の
決
意

と
取
り
組
み
へ
の
お
願
い
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の

相
羽
会
長
よ
り
、
昨
年
度
実
施

の
選
挙
協
力
へ
の
お
礼
や
現
役

組
合
員
の
職
場
の
近
況
等
報
告

が
あ
り
、
今
年
度
も
現
退
一
致

活
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
は
い
り
、
伊
藤
事
務
局

長
よ
り
①
事
務
局
体
制
と
役
員

体
制
に
つ
い
て
説
明
。
②
会
と
会

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向

上
施
策
「
お
元
気
で
す
か
コ
ー

ル
」
の
実
施
。
実
施
時
期
は
基
本

的
に
は
一
月
～
三
月
ま
で
の
期

間
で
実
施
。

対
象
は
全
会
員
。

方
法
は
幹
事
及
び
事
務
局
員
が

各
会
員
の
自
宅
有
線
電
話
へ
の

着
信
と
す
る
。

八
〇
才
超
え
会
員
の
皆
様
に

は
、
昨
年
同
様
の
絵
手
紙
送
付

を
暑
中
見
舞
い
時
期
に
実
施
。

③
地
区
別
交
流
会
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
企
画
会
議
を
開
催
。

多
く
の
会
員
が
参
画
出
来
る
よ

う
な
企
画
案
を
策
定
・実
施
。

更
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の

つ
き
ま
し
て
は
参
加
者
全
員
の

拍
手
で
確
認
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
本
年
度
の
サ
ー
ク
ル

活
動
に
つ
い
て
、
各
々
の
責
任
者

か
ら
活
動
報
告
及
び
今
年
度
の

活
動
計
画
等
の
報
告
等
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
分
か

れ
て
、
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

の
進
め
方
等
の
議
論
が
な
さ
れ

活
動
を
更
に
前
進
さ
せ
る
た
め

の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
会

場
移
動
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
し
つ

つ
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
と
な
る
会

議
と
懇
親
会
。
そ
れ
ぞ
れ
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た
話

し
合
い
が
で
き
ま
し
た
。

（伊
藤
実
）
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12
月
7
日

第
一
回
幹
事
会
開
催

一
一
月
二
四
日
、
東
京
大
塚

の
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東

京
に
て
二
二
年
度
第
一
回
拡
大

支
部
協
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
、
中
央
協
森
嶋
会
長
よ

り
今
後
の
重
点
課
題
と
し
て
の

「
会
員
拡
大
」
及
び
「
政
策
・

制
度
の
課
題
」
等
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
豊
田
中
央
本

部
副
委
員
長
、
野
田
電
通
生
協

理
事
長
、
挨
拶
の
最
後
に
国
会

報
告
を
兼
ね
て
組
織
内
議
員
の

吉
川
さ
お
り
参
議
院
議
員
よ
り
、

石
橋
み
ち
ひ
ろ
参
議
院
議
員
の

取
り
組
み
に
対
す
る
お
礼
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
各
種
提
案
が
あ
り
、

川
辺
事
務
局
長
よ
り
二
二
年
度

活
動
方
針
の
具
体
化
に
つ
い
て
、

及
び
第
二
六
回
参
議
院
選
挙
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い

て
の
提
案
と
報
告
が
あ
り
、
質

疑
応
答
の
結
果
、
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

本
会
議
は
二
日
間
の
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、

一
日
に
短
縮
し
て
の
会
議
と

な
っ
た
。

（
伊
藤
実
）

一
二
月
七
日
、
ホ
テ
ル
マ
イ
ス

テ
イ
ズ
宇
都
宮
に
お
い
て
、
第
一

回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
町
田
会
長
よ

り
、
会
員
の
現
状
と
会
員
拡
大
取

り
組
み
の
重
要
性
や
会
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

力
を
い
れ
て
活
動
を
す
す
め
て
い

き
た
い
、
特
に
一
つ
の
ツ
ー
ル
と

な
る
「お
元
気
で
す
か
コ
ー
ル
」に

つ
い
て
は
幹
事
各
位
に
協
力
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
は
三
ブ
ロ
ッ
ク
と



的
な
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。散

策
後
、
公
園
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
て
談
笑
し
な

が
ら
近
況
な
ど
を
報
告
し

あ
い
ま
し
た
。
食
事
後
は

２
つ
目
の
楽
し
み
、
博
物

館
と
美
術
館
を
鑑
賞
し
、

栃
木
の
歴
史
や
絵
画
鑑
賞

を
楽
し
み
ま
し
た
。

身
近
な
場
所
で
は
あ
っ

て
も
頻
繁
に
行
く
こ
と
が

な
い
施
設
を
訪
れ
た
こ
と

で
、
日
常
生
活
に
も
張
り

が
で
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
長

鈴
木
秀
夫
）

九
月
三
〇
日(

金)

晴
天

に
め
ぐ
ま
れ
た
も
の
の
、

残
暑
の
厳
し
い
天
候
で
は

あ
り
ま
し
た
が
二
一
数
名

の
元
気
な
仲
間
た
ち
で

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
芸
術

鑑
賞
」
の
二
本
立
て
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
期

待
で
気
が
急
ぐ
の
か
、
集

合
時
間
前
に
は
全
員
集
合

と
な
り
交
流
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

栃
木
県
中
央
公
園
の
池

を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を

撮
影
後
、
園
内
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
。
短

時
間
で
の
園
内
散
策
で
し

た
が
少
し
汗
を
か
く
健
康

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

を
九
月
三
〇
日
（
金
）
、

参
加
者
一
八
名
で
「
那
須

平
成
の
森
」
ハ
イ
キ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。

朝
一
〇
時
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
に
て
係
員
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
上
皇

陛
下
が
「
豊
か
な
自
然
を

維
持
し
つ
つ
、
国
民
が
自

然
に
触
れ
合
え
る
場
と
し

て
活
用
し
て
は
ど
う
か
」

と
那
須
御
用
邸
用
地
を
開

放
し
、
平
成
二
三
年
に
開

園
し
た
森
と
知
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
駒
止
め
の
滝

コ
ー
ス(

三
キ
ロ)

へ
六
名
、

森
の
小
径
コ
ー
ス(

 

一
キ

ロ
）
へ
一
二
名
と
二
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
足
元
に
注

意
し
な
が
ら
森
を
散
策
心

地
よ
い
汗
を
感
じ
、
那
須

の
自
然
林
と
爽
や
か
な
空

気
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

（
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
長

相
馬
修
）

九
月
一
五
日(

木)

と
ち

ぎ
蔵
の
町
楽
習
館
に
お
い

て
支
部
役
員
含
め
二
〇
名

で
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。今

回
、
初
参
加
の
地
区

担
当
者
と
過
去
の
経
緯
再

確
認
の
為
、
現
在
ま
で
の

経
過
説
明
。
四
月
一
二
日

開
催
の
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
の
運
営
体
制
と
反
省

等
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
報

告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
後
の
地
区

別
交
流
会
に
つ
い
て
各
地

区
と
意
見
交
換
を
実
施
し

ま
し
た
。

結
果
、
栃
木
地
区
は
「

お
姫
様
料
理
」
を
楽
し
む

交
流
会
を
企
画
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

。
小
山
地
区
は
地
区
役
員

会
を
開
催
し
、
交
流
会
を

検
討
す
る
と
の
こ
と
、
佐

野
地
区
は
、
足
利
地
区
と

共
に
行
動
し
た
い
と
の
こ

と
で
、
方
針
決
定
が
さ
れ

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

（
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
長

藤
川
政
夫
）
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栃
木
県
退
職
者
連
合
第
二
九

回
定
期
総
会
が
、
一
〇
月
二
六

日
、
ニ
ュ
ー
み
く
ら
に
お
い
て

開
催
さ
れ
栃
木
支
部
協
議
会
か

ら
は
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
退
職
者
連

合
三
〇
年
を
迎
え
る
あ
た
り
日

本
退
職
者
連
合
大
内
副
事
務
局

長
を
講
師
に
「
次
の
世
代
に
継

承
す
べ
き
社
会
と
は
」
の
学
習

会
が
あ
り
ま
し
た
。

議

事

に

入

り

「

経

過

報

告
」
・
「
提
案
議
題
の
審
議
」

を
行
い
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

栃
木
県
退
連
と
し
て
も
三
〇

年
記
念
行
事
を
予
定
し
て
お
り

今
後
、
企
画
を
し
て
い
く
こ
と

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

確
認
と
採
択
が
な
さ
れ
、
有
野

会
長
の
音
頭
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
意
思
統
一
を
行
い
閉
会
し

ま
し
た
。

（
笠
原
廣
子
）

１９３９年３月が誕生月
の村上さん退職後は在職中
に結成した「グリーン８
」ゴルフサークルとのゴル
フや栃木市のサイクリング
協会の会長をつとめられ、
サイクリングでの健康管理
や自然を楽しむ活動をされ
ていたそうです。

更には竹工芸の魅力に取りつか
れ材料となる竹の伐採から手間の
かかる材料にするまでの加工技術
や工芸技術も磨かれたそうでご自
宅には創作した竹工芸品が飾られ
ていました。
多趣味の村上さんですが最近は

体力が落ちてきたために体力を要
する趣味はあきらめたそうです。
現在は、今年の２月に奥様が他

界され、お一人での生活ですが、
炊事・洗濯等ご自分でこなされ、
特に食事は自前の料理レシピを一
冊のファイルにして、毎日、料理
を楽しんでいるそうです。また、
村上さんは、ご自身を含め家族の

生活記録をパソコンに残され
ているそうで、そのパソコン
が壊れたため新調されました
がマイクロソフトオフィスの
使い方が、変わってしまいオ
フィスの使い方を学びながら
の記録打ち込みに奮闘されて
るそうです。

（取材 勘解由博夫）

兎年で８４歳年女の小
村さん、５５歳で退職後、
井頭公園の花鳥館に１５
年ほど勤めて野鳥や自然
の美しさを感じながら生
活している時に、「秘湯
を守る会」という会があ
ることを知り、ご主人と

一緒に日本全国の秘湯の内、
５０か所ほど秘湯温泉巡り
をしてきたそうです。現在
は家庭菜園で、季節の野菜
作りに挑戦していて、何種
類もの自慢の野菜が育つ様
子を見守りながら収穫時期

を楽しみに野菜作りに励んでいるそうです。
また趣味の編み物は現在も続けていて、手

編みのセーターや帽子、マフラー等、新作が
たくさん並んでい
ました。
これからの目標

は「ワクワク」す
る事を見つけ、良
く食べて、みんな
と仲良く、欲張ら
ずに、良く考えて、
迷惑をかけず、心
穏やかにして、元
気に楽しく過ごし
たいと瞳を輝かせ
て話してくれまし
た。

（取材 町田春江）

０



一
一
月
八
日
・
九
日
新
潟
県

佐
渡
島
に
一
泊
二
日
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
二
四
名
（
男
性
一

四
名
、
女
性
一
〇
名
）
佐
野
駅

を
早
朝
五
時
半
に
出
発
し
宇
都

宮
東
ビ
ル
、
那
須
塩
原
駅
と
順

次
乗
込
み
新
潟
に
向
か
い
ま
し

た
。車

中
か
ら
紅
葉
を
楽
し
み
な

が
ら
宴
会
開
始
。
新
潟
港
に
到

着
し
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
込
み
佐

渡
ま
で
二
時
間
半
の
船
旅
出
発
。

両
津
港
に
到
着
し
、
ま
ず
島
流

し
に
な
っ
た
順
徳
天
皇
の
火
葬

塚
と
言
わ
れ
る
真
野
御
陵
を
参

拝
し
、
次
に
夕
日
に
沈
ん
だ
夫

婦
岩
を
観
光
し
ま
し
た
。
お
宿

は
相
川
の
温
泉
ホ
テ
ル
、
宴
会

で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
等
で
盛
り
上

が
り
ロ
ビ
ー
で
は
「
佐
渡
お
け

● 旅行サークル ●
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● ハイキングサークル ●

一
〇
月
一
三
日(

木)

に
久
し

ぶ
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
活
動
と

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
三
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
幾
度
か

計
画
し
て
は
中
止
の
繰
り
返
し

で
し
た
が
、
待
ち
に
待
っ
た
開

催
と
な
り
今
回
は
滝
尾
神
社
近

辺
の
散
策
で
す
。

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
日

光
を
一
八
名
の
メ
ン
バ
ー
と
懐

か
し
く
歓
談
を
し
な
が
ら
の
散

策
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
日
光
山
の
開
祖
、

勝
道
上
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
開

山
堂
参
拝
か
ら
は
じ
ま
り
、
安

産
祈
願
で
有
名
な
観
音
堂
を
拝

観
し
て
、
古
道
の
石
畳
を
散
策

し
な
が
ら
北
野
神
社
に
向
か
い

ま
し
た
。

人
通
り
の
少
な
い
、
滝
尾
古
道

に
佇
む
北
野
神
社
は
ひ
と
き
わ
神

秘
的
な
神
社
で
し
た
。
鳥
居
に
は

梅
の
花
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

北
野
神
社
を
参
拝
し
た
後
、
白
糸

の
滝
・
運
試
し
の
鳥
居
を
眺
め
な

が
ら
す
す
み
、
い
よ
い
よ
目
指
す

滝
尾
神
社
に
到
着
。
滝
尾
神
社
は

二
荒
神
社
の
別
宮
で
女
峰
山
の
女

神
田
心
姫
命
が
祀
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

散
策
を
終
え
帰
路
の
途
中
、
小

杉
放
菴
記
念
日
光
美
術
館
に
立
ち

寄
り
、
日
光
出
身
の
画
家
小
杉
放

菴
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

近
況
報
告
等
の
雑
談
を
し
な
が

ら
、
美
し
い
自
然
と
絵
画
の
観
賞

は
健
康
維
持
と
コ
ロ
ナ
等
で
溜
ま

っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
打
っ
て

付
け
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
森
岡
勝
）

さ
シ
ョ
ー
」
が
あ
り
、
そ
の
後
、

北
沢
浮
遊
選
考
場
の
幻
想
的
な

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
見
学
し
ま
し

た
。
翌
日
は
、
今
回
メ
イ
ン
で

あ
る
史
跡
・
佐
渡
金
山
の
手
堀

り
坑
道
を
歩
く
コ
ー
ス
。
蝋
人

形
の
リ
ア
ル
な
採
掘
作
業
の
再

現
は
当
時
の
過
酷
な
労
働
環
境

に
驚
嘆
し
ま
し
た
。
両
津
港
で

は
お
土
産
を
買
い
、
帰
り
の
車

中
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ

ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
順
次
下

車
し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
は
、
二
日
間
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
旅
行
割

り(
ク
ー
ポ
ン
券
付)

も
適
用
に

な
り
安
価
で
楽
し
い
旅
行
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
旅
行
は
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
来
年
六
月
頃
に

予
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
矢
野
定
司
）
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●ゴルフサークル●

●カラオケサークル ●

新型コロナが予想される中、昨年から引き続き
様子をうかがいながら活動を進めてまいりますの
で、宜しくお願いいたします。（藤川政夫）

● 手話サークル ●

１１月２８日（月）ＪＧＭ宇都宮ゴルフクラブにて、総勢１４組５1名（男性４２名・女性９
名）が参加して、第３５回退職者の会ゴルフコンペが開催されました。
スタート時は日差しが無くひんやり冷たい感じでしたが、風もなく、最高のゴルフ日和で、

コースコンディションも良好な状態でプレーすることができました。グリーンが難しかったの
でスコアメイクには苦労しましたが、参加者全員が楽しく和やかな雰囲気の中で過ごすことが
できて、更に親交を深めることができました。

結果は、県北の猛者が独占！
優勝：酒主さん(大田原)、準優勝：坂和さん(那須塩原)、３位は阿久津進さん（那須塩原）
またベストグロスは７９(アウト41・イン38)で、前大会に引き続き坂和さんでした。

（柳田隆）

昨年度はコロナ禍の中、勉強会を6回と研修
旅行も実施する事ができ、小さな感染予防対策
を積み重ねて段々と「コロナとの共生」しなが
らサークル活動ができ始めた様な気がします。
今年度は現講師の方の都合によって時々講師

の変更になる時がありますが、新しい会員が1
名増え、更に今年度も会費の補助で新テキスト
を購入させて頂き、手話のステップアップを
図っていきます。これからも健康に留意しつつ
楽しい勉強会を続けて行きたいと思います。

(泉宣江)



感染予防に配慮しつつ、広い体育館で 「健康維持」
「体力向上」を目標に、今年度も 毎月３回 活動して
まいります （小出敬子）

「
お
悔
や
み
欄
」
は
新
聞
作
成

の
関
係
で
新
聞
発
行
日
の
一
か

月
前
ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

（
敬
称
略

）

十
二
月

中
林

忠
男

小
山
市

小
森

千
枝
子

小
山
市

星
野

久
子

日
光
市

令和四年十月～十二月 （敬称略）

● ●
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● グランドゴルフサークル ●

十
一
月

青
柳

千
枝
子

宇
都
宮
市

十
月

大
坪

稔

宇
都
宮
市

片
島

紀
寿

宇
都
宮
市

清
水

武
一

矢
板
市

山
崎

敏
雄

宇
都
宮
市

北
浦

義
市

宇
都
宮
市

小
松

照
男

大
田
原
市

十
一
月

小
暮

清

佐
野
市

佐
藤

紹
夫

宇
都
宮
市

神
地

隆
夫

宇
都
宮
市

須
藤

洋
子

壬
生
町

小
倉

礼
子

真
岡
市

鈴
木

ミ
ネ
子

小
栗

時
男

鹿
沼
市

染
田

清
子

那
須
塩
原
市

十
月

柳
田

隆

那
須
塩
原
市

赤
羽
根

勧

壬
生
町

小
藤

富
之

大
田
原
市

橋
野

孝
男

宇
都
宮
市

棚
木

正

宇
都
宮
市

永
野

和
夫

宇
都
宮
市

吉
澤

明

鹿
沼
市

山
田

幸
子

那
須
烏
山
市

十
一
月

山
田

一
成

栃
木
市

谷
口

恒
夫

宇
都
宮
市

藤
本

久
子

古
河
市

鈴
木

秀
雄

日
光
市

十
二
月

相
澤

一
男

那
須
烏
山
市

大
関

浩
司

宇
都
宮
市

小
杉

弘
之

宇
都
宮
市

吉
井

逸
朗

宇
都
宮
市

豊
田

正
男

日
光
市

大
栗

茂
郎

壬
生
町

古
内

光
三

宇
都
宮
市

小
林

隆

宇
都
宮
市

塩
野

敏
彦

矢
板
市

● バドミントンサークル ●

コロナ感染拡大で約３年活動を自粛していま
したが、大分落ち着いてきましたので今年度
は活動を再開予定です。 (室越定男）

● 囲碁サークル ●

茂
木
町

四
月

渋
谷

冴
子

小
山
市

（
ご
連
絡
が
十
月
で
し
た
）

十
月

倉
持

幸
男

古
河
市

手
塚

一
良

高
根
沢
町

矢
島

一
男

宇
都
宮
市

神
山

美
枝
子

宇
野
宮
市

篠
﨑

省
夫

宇
都
宮
市

栗
原

隆
男

宇
都
宮
市

寺
崎

正
幸

足
利
市

十
一
月

細
井

弘
義

足
利
市

和
田

高
男

日
光
市

平
野

セ
キ
子

宇
都
宮
市


